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専修学校による地域産業中核的人材養成事業
経済財政運営と改革の基本方針2022（令和4年6月7日閣議決定）
第２章 新しい資本主義に向けた改革
１．新しい資本主義に向けた重点投資分野
（１）人への投資と分配
（質の高い教育の実現）
・人への投資を通じた「成長と分配の好循環」を教育・人材育成においても
実現し、「新しい資本主義」の実現に資するため、デジタル化に対応したイ
ノベーション人材の育成等、大学、高等専門学校、専門学校等の社会の変化
への対応を加速する。

 産業や社会構造の変化、グローバル化等が進む中で、経済社会の一層の発展を
期すためには、経済再生の先導役となる産業分野の雇用拡大や人材移動を円
滑に進めるとともに、個人の可能性を最大限発揮し、日本再生・地域再生を担う
中核的役割を果たす専門人材の養成が必要不可欠。

 また、実際の教育現場では、専門学校における学びの質を高めるため、より早い
時期からキャリア意識、専門知識を涵養できるようなアプローチが必要との声がある。

背景・課題

事業概要 専修学校等に委託を⾏い、各職業分野において今後必要となる新たな教育モデルを形成するとともに、各地域から人的・物的
協⼒などを得ることでカリキュラムの実効性、事業の効率性を高めつつ、各地域特性に応じた職業人材養成モデルを形成する。

学びのセーフティネット機能強化に向けて、高等専
修学校と地域・外部機関等との連携を通じた実効
的な教育体制（「チーム高等専修学校」）を構築。
また、従前の実態調査に加え、認知度向上に向けた
課題等について把握するための調査研究を実施。

(モデル:５か所×約17百万円）
(調査研究︓2（前年度１）か所×19百万円）

中等教育段階（高等専修学校）における職業教育の充実 新たな社会的ニーズに応じた専門的職業人材を育
成するため、専門学校と高等学校、教育委員会等
の⾏政及び企業が協働で、高・専一貫の教育プロ
グラムを開発するモデルを構築。

(モデル:16か所×24百万円）
(連絡調整会議:1か所×29百万円）

中等教育段階から高等教育段階（専門学校）への接続 各業界・分野でDX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）に求められる知識や技能を専修学校と業界団
体とが連携して明らかにするとともに、効率的にそれら
を習得することができるモデルカリキュラムを構築。

(モデル:20か所（前年度16）×25百万円）
(調査研究︓1か所×24百万円）

(連絡調整会議:1か所×28百万円）

高等教育段階（専門学校）における職業教育の高度化

キャリア意識、専門知識の涵養 専修学校教育の質の向上

これからの時代に求められる多面的・重層的な諸課題に対応したプログラムの開発

拡充

拡充

専修学校と産業界、⾏政機関等との連携を発
展させ、諸課題に対応した教育内容の充実を
図ることで、地域の中核的な職業教育機関であ
る専修学校の人材養成機能を向上

開発したモデルカリキュラム等を活用し、全国の専
修学校が自らの教育カリキュラムを改編・充実

社会に求められる人材ニーズに基づいた教育モデル
カリキュラムの構築

学びのセーフ
ティネット

高・専一貫
プロジェクト

DXモデル構築

5か所 16か所 20か所

令和５年度予算額 1,103百万円
（前年度予算額 984百万円）
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